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吉岡まちかど博物館 当面の事業戦略について（未定稿） 

 

「村越さんのご提案」、大変素晴らしいと思います。 

 

3.提案等  

 以上から、今回の市史編さん事業をついては市史編さんの基本方針及び現状と課題に基

づき、   

  略 

 一委員として次のように提案するもの である。 

(1).市史編さん事業に係る史料の情報提供 

  略 

(2)木下交流の杜歴史資料センター及び印旛歴史民俗資料館は、市史編さん事業により 

  略 

(3)木下交流の杜歴史資料センターは、木下河岸歴史博物館でもある吉岡まちかど博物館を

運営する木下まち育て塾 と連携し、市史編さん事業に係る収集資料中、木下、木下河岸関

係の史料を吉岡まちかど博物館に展示(主としてし てパネル展示になるが)し、市民団体連

携による相乗効果を高める。 

「市史編さんの基本方針」(8)、(9) 

センター及び吉岡まちかど博物館の連携実施は、市民の来館を促し、センタ―及び吉岡まち

かど博物館の一層のアピールと同時に、市民への編さん事業の大きな還元、かつ関心を呼

ぶものになると思料する。  （村越文、抜粋） 

 

 

 以下、（最初のメールコメント）です 

 市史編纂、史料アピールについての趣旨は十分理解できます。 

 そこで、歴史資料センターと吉岡まちかど博物館の施設運営（＝まち育て塾）について

は、どのような関係、イメージなのでしょうか？ 

 

 例えば、開館について、 

 そして、活動・事業運営の人材（＝スタッフ）確保、研修 

 組織的な施設管理・事業運営（当面の事業戦略づくり）について 

 最適化された活動づくり 

 

 当然、所管の教育委員会との協議によるものですが、現行の吉岡まちかど博物館（＝ま



ち育て塾）の体勢をそのまま、移行されるとは思われません。 

そこで、 

1、市行政所管の施設に位置づけるのか 

2、民間施設を指定管理委託は不可 → 現状は協働事業（委託料）←社会教育的な「講座・

講演活動」が主で、施設管理費は算定されていない。 

3、従来の協働事業形態を改変し、充実させる(委託事業＋補助・助成事業(ここの部分にお

いて、研究、協議する)。 

 すなわち、歴史資料センターの活動に協力し、史料解題の作業に参加し、市民への解説・

ＰＲ活動を担う。 

       

 

（２度目のメールコメント）← 何回か書き加えています。 

 以上、雑駁ですが、特に 3、のケースについて  

吉岡博物館活動の今後を踏まえて 

 

 

活動の内容(事業、方法、人材)について 

きちんとした「事業計画」（＝当面の事業計画・戦略）を用意し、提案していく。 

 現在、執行中の事業活動については、 

 

 講座、講演(社会教育)→企画、運営、実施 

 史料・研究(市史編纂)→研究調査協力 

 生涯学習→まちづくり活動(イベント等)→企画、運営等、参加 

 さらに、施設・組織管理 →施設・総務・会計・広報・研修 

を加え、体系化していく。 

 

 財務状態を把握 → 資金・財源確保 → 経営計画化を図っていく。 

 自主財源はもとより、公的助成、さらにボランテア収益化をも考慮した経営体制づくり

を図ることが重要だと思います。 

 

 普段から考えなければならないことなのでしょうが、村越さんのご提案とともに、みん

なで研究、活動していきましょう。 

 

 

（村越さんからの返信メール）がありました 

（略）例会で報告してください 



（再度、グループメール宛て、コメント）を送りました 

「考えられる事業計画」 

以上、特に 3、のケースについて 吉岡まちかど博物館活動（＝例会でまち育て塾運営）

の今後を踏まえて 

活動・運営の内容(事業、方法、人材＝まち育て塾スタッフ)について 

将来を見通した戦略的な「事業等活動計画」を作成・用意し、活動計算書（＝資金計画）

と共に提案していく。 

 現在、執行中の事業活動については 

事業等活動計画書 

事業区分 活動形態 企画・計画 運営・方法 各、事業等 資金計画・調

達 

講座、講演(社会

教育的事業) 

企画、運営 郷土史、民

俗・ 

文化、自然学

習等 

特に木下河

岸、吉岡家の

歴史解説 

前期講座 

後期講座 

夏期講座 

冬期講座 

生涯学習事業 

（協働事業委

託料） 

史料・研究(市史

編纂協力事業) 

研究、調査

発表 

地方文書発

掘、調査 

研究・解題、

情報の発信 

研究調査等

研究図録の

発刊 

博物館だよ

り、ＨＰ調製 

文書の整理、

講読、解題 

・吉岡家 

・宝田家 

・六軒Ａ家 

市史編纂事業

協力 

（助成・補助

金） 

生涯学習のまち

づくり活動 (イ

ベント等) 

企画、運営

参加等 

まちづくり

イベント、 

見学会 

講座・講演等 

関係団体と

の連携、協

力、参加等 

蔵資料の展

示解説・説明 

川巡り・ 

地域散策（歴

史・自然） 

伝統行事・芸

能、 

まちづくり

イベント参

加等 

・資料展示 

・解説 

・吊るし雛 

・コスモス畑 

・蔵カフェ 

・町家寄席 

・川巡り 

・他、イベン

ト実施、協力、

参加 

生涯学習まち

づくり事業 

（各、助成金、

寄附金、協力

金、活動収益

金等） 

施設・組織、管

理運営事業（総

務・会計） 

管理・運営 蔵施設の管

理・運営 

組織の総務

事務 

施設の管理

運営 

総務・会計・

広報活動 

会議・研修等 

蔵の清掃・維

持管理、修繕 

広報（だより、 

図録、ＨＰ等） 

会議・研修 

施設・組織管

理事務（会計） 

（会費、寄附

金、協力金、

公費助成金

等） 



 

と、活動を事業・会計別に体系化する。 

 

  財務状態 → 資金・財源確保 → 経営計画として戦略化（当面の計画の過程）と

して説明する。 

 

 自主財源はもとより、公的助成金（委託料、補助金）、寄付・民間からの協力金、支援金、

さらにボランテア活動収益金をも考慮した「経営体制づくり」を図ることが重要だと思い

ます。 

 

 したがって、資金計画の前提として、事業セグメントごとの事業積算書（事業別予算書）

を作成します。 

（別添）「事業等の活動計算書」、 これによって、関係機関との具現的な協議が進められ

ます。 

 

この活動計算書は、非営利活動（ＮＰＯ活動）が９８年に法制化され、様式規定された

考え方を参考に作成したものです。（29年度活動計算書のバージョンアップです） 

 

 

(非営利組織（ＮＰＯ）活動計算書様式を参照して作成）

まち育て塾、事業活動計算書 （予算案）

事業会計区分 　　　　講座・講演（社会教育協力事業）会計 　史料・研究（市史編纂協力事業）会計 　　　　　　生涯学習・まちづくり推進事業　会計 　　施設・組織・管理会計 　　　合計

科目＼事業名 前期 後期 夏季 冬季 　計 吉岡家文書宝田家文書六軒Ａ家調査　計 資料展示 開館･解説 吊るし雛 コスモス畑蔵カフェ 町家寄席 川巡り 他、 　計  蔵  施設 総会・例会 情報活動 研修等 　　計

（支出）

人件費 0 0 0 0 0

事業費 120,000 120,000 70,000 70,000 380,000 50,000 0 10,000 60,000 30,000 50,000 60,000 30,000 35,000 100,000 70,000 0 375,000 272,000 120,000 55,000 30,000 477,000 1,292,000

　謝礼金 30,000 30,000 20,000 20,000 100,000 50,000 0 10,000 60,000 60,000 60,000 72,000 30,000 102,000 322,000

　旅費 5,000 5,000 5,000 5,000 20,000 0 5,000 5,000 0 25,000

　需用費 0 0 0 120,000 120,000 120,000

　　消耗品 25,000 25,000 5,000 5,000 60,000 0 40,000 20,000 5,000 65,000 0 125,000

　　光熱費 0 0 0 30,000 30,000 30,000

　　印刷費 20,000 20,000 10,000 10,000 60,000 0 15,000 15,000 20,000 20,000 40,000 115,000

　　修繕費 0 0 0 0 0

　役務費 7,000 7,000 10,000 10,000 34,000 0 5,000 15,000 20,000 70,000 110,000 20,000 20,000 164,000

　保険料 5,000 5,000 10,000 0 0 0 10,000

　委託費、 0 0 0 10,000 10,000 10,000

　使用料 3,000 3,000 2,000 2,000 10,000 0 10,000 10,000 5,000 5,000 25,000

　作業費 0 0 10,000 10,000 0 10,000

　材料費 30,000 30,000 10,000 10,000 80,000 0 30,000 50,000 20,000 100,000 50,000 50,000 230,000

　備品費 3,000 3,000 6,000 0 0 0 6,000

　積立金 0 0 0 100,000 100,000 100,000

0 0 0 0

0 0 0

0 0 0 0

支出計 120,000 120,000 70,000 70,000 380,000 50,000 0 10,000 60,000 30,000 50,000 60,000 30,000 35,000 100,000 70,000 0 375,000 272,000 120,000 55,000 30,000 477,000 1,292,000

（収入）

会費 0 0 0 66,000 66,000 66,000

受託料 120,000 120,000 70,000 70,000 380,000 0 0 0 380,000

補助金 0 0 0 0 0

寄附金 0 0 60,000 10,000 35,000 80,000 50,000 235,000 1,000 1,000 236,000

基金等 0 0 0 700,000 700,000 700,000

　（調整1） 60,000 -60,000

　（調整2） 140,000 -140,000

　（調整）

雑・収益金 0 0 0 5,000 5,000 5,000

（決算調整） 0 0 0 0 0

380,000 60,000 375,000 572,000 1,387,000

収入計 120,000 120,000 70,000 70,000 380,000 0 0 0 0 0 0 60,000 10,000 35,000 80,000 50,000 0 235,000 705,000 0 1,000 66,000 772,000 1,387,000

（残高計算） 0 0 0 -95,000 -95,000

Ｉ支出―収入Ｉ 0 0 0 0 0 50,000 0 10,000 60,000 30,000 50,000 0 20,000 0 20,000 20,000 0 140,000 -433,000 120,000 54,000 -36,000 -295,000 -95,000

当期　残高 -95,000

前年度繰越金 1,023,976

期末　残高 928,976



 

非営利活動は、まず、社会・公共的な目的を果たす活動があって、それを支えるボラン

ティア活動、さらに活動を支援する・資金提供するステークホルダーのみなさんによる寄

付・協力金よって支えられます。 

 

ですので、果たすべき目的の活動・事業（支出）が先にあり、支援する資金（寄付・公

的助成・自らの調達金等の収入）ということになります。 

 

最終的には活動組織が、自らの力やステークホルダーの協力によって、自律的に活動で

きるようになるのが望ましいとされています。 

 

別紙、拡大様式の活動計算書を参照ください。 

 こちらは、令和 2年度のまち育て塾の予算書のデータを活用して 

「令和２年度 まち育て塾 活動計算書」（予算書）として調製してみました。 

 

 この活動計算書は、４つの会計領域を設けております。 

・社会教育活動の主たる方法である「学級・講座・講演等」の事業会計、 

  

・市史編纂事業を支援するため、古文書史料の解読、解題を通じ、学習で得られた情報

を市民に発信する「史料・研究・学習・情報発信」の事業会計、 

  

・市民の生涯学習を支援するまちづくり活動として、その企画・運営・参加を促す諸々

の活動の事業会計、 

 

・さらに「施設・組織・総務・会計・研修」に係る活動・事業項目を明確に示して、ス

タッフの研修や人材確保、組織の自立化を目指す「施設・組織」の管理事業会計、に区分

しています。 

 

事業運営（会計）のしくみ 

それぞれの事業ごとに人件費、事業費の支出を見積もり、これを具現化する資金計画（収

入確保を）を作成し、収支バランスを確保していきます。 

これによって、収入項目の委託料や助成・補助金・寄附金・収益の算定額を「見える化」

するものです。 

併せて事業の収益化について、への研究を進めるものです。 

 

当面は、人件費支出については、ボランティア、労力奉仕によるが、実費弁償部分につ



いての費用は、組織活動として負担する。 

 

そして、年度末には、適正な活動報告に基づき、事業の決算、報告を行います。 

 

 事業決算・報告 

平成２９年度活動計算書（注記）→ 決算ベースの内訳書 → 財務資料（残高計算書） 

 （後で説明します） 

 

 

 

（平成２９年度活動計算書（注記）→ 決算ベースの内訳書） 

 

 

 

 

 



 

以下の資料は、支出・収入の記録簿（略：データ）から、→ 事業分類集計（合計試算表）

→ 残高試算表 → ＢＳ・ＰＬに展開したものです。 

 

 

 

 

 さて、先の活動計算書（別添、拡大図）ですが、本来、予算書は、前年度の活動報

告、決算書の数値から作成されていきますが、 

 上記資料は、同じく令和元年木下まち育て塾決算報告書から → 令和元年度 ま

ち育て塾の帳簿（仕訳簿）により、 

→ 合計／残高試算表、→ 貸借対照表（ＢＳ）と正味財産増減計算書（ＰＬ）を調製し

した表です。 

 この財務資料は、資産ベースで まち育て活動を評価するものですが、残念なが

ら、 

ＢＳにおける資産（固定資産）の表示が抜けており、現金の収支の観の評価です。 

令和元年度　まち育て塾仕訳簿(平成31年４月１日～令和2年3月31日） 合計/残高試算表

貸借対照表(BS)  Ｒ2/3/31

ＮＯ(月日) 項目 借方 金額 貸方 金額 項目別計 借方残高 借方合計 勘定科目 貸方合計 貸方残高 資産 負債

1 会費 現金 54,000 受取会費 54,000 金額 金額
2 町屋寄席 現金 95,100 事業収益 95,100 ▲ 31,946 758,910 現金 790,856 現金 ▲ 31,946 未払金 0
3 蔵・町家めぐり 現金 0 受取参加料 0
4 ふるさと祭り（ミニ企画展） 現金 0 事業収益 0 193,998 193,998 印刷費 累計→ 積立金 700,000
5 蔵カフェ 現金 17,800 事業収益 17,800
6 雛飾り 現金 76,200 事業収益 76,200 25,257 25,257 光熱費 預金等、 292,030 正味財産 960,084
7 絵葉書、図録等代 現金 28,100 事業収益 28,100
8 コスモス畑他整備事業 現金 10,000 受取受託料 10,000 1,080 1,080 備品費
9 吉岡案内料 現金 13,000 受取手数料 13,000 960,084 960,084

10 寄付金 現金 0 雑収入 0 95,106 95,106 雑費
11 利息 現金 10 受取利息 10
12 寺子屋吉岡 現金 91,400 事業収益 91,400 60,000 60,000 支払講師料 正味財産増減計算書(PL)　H31/4/1～Ｒ2/3/31
13 寺子屋吉岡受託料 現金 372,300 受取受託料 372,300 費用 収益
14 その他 現金 1,000 雑収入 1,000 収入計 0 0 支払出演料 金額 金額
15 758,910

1 寺子屋吉岡 印刷費 50,891 現金 50,891 0 0 修繕費 現金 ▲ 31,946 受取会費 54,000
2 寺子屋吉岡 雑費 5,472 現金 5,472
3 寺子屋吉岡 支払講師料 60,000 現金 60,000 125,203 125,203 消耗品費 印刷費 193,998 受取受託料 382,300
4 寺子屋吉岡 消耗品費 11,599 現金 11,599
5 寺子屋吉岡 通信費 14,996 現金 14,996 25,679 25,679 通信費 光熱費 25,257 受取手数料 13,000
6 寺子屋吉岡 保険料 7,250 現金 7,250
7 寺子屋吉岡 租税公課 400 現金 400 400 400 租税公課 備品費 1,080 受取参加料 0
8 寺子屋吉岡 旅費交通費 現金
9 寺子屋吉岡 備品費 1,080 現金 1,080 151,688 7,250 7,250 保険料 雑費 95,106 受取利息 10

10 町屋寄席 消耗品費 3,871 現金 3,871
11 町屋寄席 旅費交通費 3,000 現金 3,000 72,000 72,000 当番費 支払講師料 60,000
12 町屋寄席 謝礼金 60,000 現金 60,000 事業収益 308,600
13 町屋寄席 車代 現金 0 0 材料費 支払出演料 0
14 町屋寄席 会場使用料 10,000 現金 10,000 雑収入 1,000
15 町屋寄席 雑費 29,072 現金 29,072 105,943 3,000 3,000 旅費交通費 修繕費 0

16 雛飾り 印刷費 15,194 現金 15,194
17 雛飾り 通信費 2,746 現金 2,746 100,000 100,000 積立金 消耗品費 125,203
18 雛飾り 雑費 7,439 現金 7,439
19 雛飾り 消耗品費 52,480 現金 52,480 77,859 6,800 6,800 手数料 通信費 25,679

20 蔵カフェ 消耗品費 17,260 現金 17,260
21 蔵カフェ 雑費 455 現金 455 17,715 0 0 車代 租税公課 400

22 ミニ企画展（木下街道展） 通信費 5,405 現金 5,405
23 ミニ企画展（木下街道展） 印刷費 58,400 現金 58,400 60,000 60,000 謝礼金 保険料 7,250
24 ミニ企画展（木下街道展） 消耗品費 17,718 現金 17,718
25 ミニ企画展（木下街道展） 雑費 40,560 現金 40,560 122,083 当番費 72,000

26 木下・六軒写真展 印刷費 2,849 現金 2,849 5,083 5,083 燃料費
27 木下・六軒写真展 消耗品費 15,376 現金 15,376 材料費 0
28 蔵・町家めぐり 保険料 0 現金 0 18,225 10,000 10,000 会場使用料

29 会議・定期会館・運営費 印刷費 45,007 現金 45,007 旅費交通費 3,000
30 会議・定期会館・運営費 雑費 12,108 現金 12,108 受取会費 54,000 54,000
31 会議・定期会館・運営費 消耗品費 1,761 現金 1,761 積立金 100000
32 会議・定期会館・運営費 通信費 2,532 現金 2,532 受取受託料 382,300 382,300
33 会議・定期会館・運営費 当番費 72,000 現金 72,000 133,408 手数料 6800

34 コスモス畑整備事業 消耗品費 5,138 現金 5,138 0 受取手数料 13,000 13,000
35 コスモス畑整備事業 燃料費 5,083 現金 5,083 10,221 車代 0
36 吉岡蔵電気代 光熱費 25,257 現金 25,257 25,257 受取参加料 0 0
37 川巡り、川魚料理 雑費 0 現金 0 謝礼金 60000
38 機関紙「まち育てだより」作成 印刷費 15,833 現金 15,833 15,833 受取利息 10 10
39 ＨＰ改訂 手数料 3,600 現金 3,600 3,600
40 地域広報活動・スタッフ募集 手数料 3,200 現金 3,200 3,200 燃料費 5,083
41 活動記録保存 印刷費 5,824 現金 5,824 5,824 事業収益 308,600 308,600 支出
42 その他 修繕費 現金 748,910 会場使用料 10,000
43 修繕積立金 積立金 100,000 現金 100,000 100,000 雑収入 1,000 1,000 正味財産増減 10,000
44 支出計
45 790,856 790,856 758,910 1,549,766 合計 1,549,766 758,910 758,910 758,910

1,549,766 1,549,766

収入計-支出計＝ ▲ 31,946
Ⅲ、次期正味財産繰越金
項目 金額
正味財産期首残額 63,892
当期正味財産収支残高 960,084

計 1,023,976
未払、清算費用等 0
次期正味財産繰越金 1,023,976



  しかしながら、従来の収支会計と比較し、データにおける客観性を認めることが出

来ます。 

 そこで、当面は、総会認定の予算書＋活動計算書の補完資料として、 

 今後の吉岡まち育て塾の活動計画を作成する上での、財政的な論建ての根拠を持

った活動計算書づくりに活用できると思われます。 

 

まち育て活動計算書（予算案） 

ここに、まち育て活動計算書（予算案）を提示します。 

 仮に、今年度、予算どおりに事業計画が執行された場合、 

一時的な資金繰りとして、 

・ 市史編纂協力事業において、60,000 円 

・ 生涯学習まちづくり支援事業、140,000 円 

これらの事業について、予算当初から資金ショートしますので、その都度、会計調

整をされますが、 

仮に決算時に不足分を調整した場合、 

施設・組織管理事業会計から、200,000 円を補填することで、 

無事、決算調整が果たすことが出来ましょう。 

  

当該予算計画は、本年度総会において、承認された「予算書」を 

 → 活動計算書として読み替えています。 

 この計算書を、じっくり眺め、適正な事業計画を作るとしたら、 

 先の市史編纂協力事業と生涯学習まちづくり事業について、適切な資金計画を作

り、財政計画を立直すことが重要課題です。 

 

 

 

 



 ここまで、いろいろ書いてきましたが、 

 コロナ禍で閉塞するまち育て活動を、何とか元気に、そして新たなテクノロジーを活

用し、活動をダイナミックにすすめ、 

新たな体制を構築することによって、市民による印西市の生涯学習のまちづくりに貢

献できれば幸いに存じます。 

  

行政サイドも、民間の団体に対する支援活動については、従来の公共活動のうち、

民間に任せるものは積極的に任せ、支援していく施策が一般的になってきておりま

す。 

そういう意味で、まち育て塾は、行政との協働を積極的に果たし、 

具体的には、村越さんの提案された市史編纂事業への協力体制を具体的に築くた

め、事業計画として 吉岡家文書追記の講読から、 

古文書の整理や、解読・解題から得られた情報を市民のみなさんと共に学び、教え、

学習するために、 

例えば、発掘現場に協力する、資料館のインタプリテーション、古文書の解読講

座・学習会などの開催、支援・協力など、 

吉岡まちかど博物館が担える活動を明らかにし、歴史資料センターとの協働事業

を担っていきたいと思います。 

 

 

 

（現在状況において考える） 

また、今日のコロナ禍、集合三密を避け、参加者の安全を確保するため、インタ－ネッ

ト等リモート環境を活用し、活動の情報サイト（ＨＰ／メール／ブログ）とする活動基盤

（プラットホーム）を確立し、事業運営の最適化を図り、適正な予算執行・事業推進をし

てまいりましょう。 

 

このようなプラットホーム確立への投資、すなわち、情報リテラシー・技術、会計の確

立が重要かと思います。 

ある程度の専門家の指導を受けることが必要ではないでしょうか。← 研修として行う。 

 

 



 上記提案は、積極的な試行でいいと思います。すでに試行中。 

 

従来、スタッフ個人の努力として行われているものですが、 

苦労してもできたという実績を積めば、 

行政との協議案件、予算づくりに反映されていく、と思われます。 

 

今のところ、育て塾の財務基盤は行政からの協働事業（委託料）で、運用（会計の入り

繰り）で、他の資金と併せて個々それぞれの事業をやってきました。会計係の経理のテク

ニックに依存していました。 

 

 

（歴史資料センターへの協力事業を樹立する） 

今後は、村越提案によりまして、歴史資料センター事業に協力する態勢を築き、 

すでに、古文書追記講読＋小池さん活動が動き出しました。 

これをきちんと事業化する。→ 「古文書学習講座」として事業化する。 

 

さらに吉岡まちかど博物館の運営スタッフの研修や組織の自立活動を図るべく、組織の

管理・運営事業（会議・会計・広報・研修）として位置づけていくものです。 

 

 

 

私事、３年にわたり監査を担当させていただき、スタッフの皆さんの実践活動について

金額数値の面から活動を評価する機会をいただきました。 

 

従来の収支会計 →事業仕分け、会計仕訳を取入れ、→活動事業・会計の見える化を図

り、→財務資料 としてアカウンティングしてきました。 

実際は、会計さんが調製した「決算書」についての計算チェック（事業仕訳、科目分類

集計等）しました。（別紙） 

まだ十分とは言えませんが、スタッフを始め、関係者に積極的に会計情報を開示し、今

後の運営計画や資金対応の拠り所の資料としてまいりたいと存じます。 

 

普段から考えなければならないことなのでしょうが、村越さんのご提案にあらためて敬

意を表するとともに、その構想・事業の具体化・実現、させるために、みんなで研究、活

動、協力体制を築いていきましょう。 

 

 



追伸： 

 Niftyブログサイトに仮の「まち育て塾ぶろぐ」を 設置してみました。 

 

 例会の報告や、普段の事務連絡、提案、報告など、アップしていきたいと思います。 

 ちなみに、村越提案、当該レポート、活動計算書等、所見をアップしてみました。 

また、活動計画書・活動計算書との関係についての解説しました。 

 

追記 

 松戸市の幸谷地区に「関さんの森」ミュージアムという活動があります。 

 木下の吉岡の蔵保存活動とほぼ時期を同じくした市民活動があります。 

 すでに、何度か活動を紹介をしました。 

 その活動は、関さんの森の自然環境保全と残された蔵等の歴史資産の保存・展示・

古文書の解題 を主に担っています。 

 こちらも、歴史資料については、松戸市の歴史博物館の支援を得ながら資料の保

存や、解題・解説を行っており、一部公費の助成（史料整理）をいただいている。 

 

 木下吉岡家の文書については、すでに印西市の歴史資料として整備され、市民に

公開されています。 

 歴史資料の展示については、歴史資料センターが整備され、 

と同時に、展示資料の解説がなされています。 

 

 今回、村越さんは、市史編纂委員の立場も兼ね、歴史資料センターが所蔵する古

文書や関係資料の原本、ないし原典を直接、市民に公開し、歴史研究の学習機会を

確保しようという趣旨の提案です。 

 どの市町村も、市史編纂作業においては、原典資料の紹介を兼ねて、「古文書講座」

を開いて史料の公開をしますが、 

ある程度編纂が進むと、書庫に収めた状態になってしまいます。 

 本来の歴史学習の醍醐味は、原典資料に直接触れ、解題してこそ、学習の喜びを

味わえます。 



 是非、保存資料を再び、市民に開示し、資料の解題等の情報を発信する機会を実

現させ、、 

当まち育て塾としてもこれに積極的に協力し、新たな情報を市民のみなさんに発信

していきたく思います。 

 

 こういう意味で、まち育て塾としては、今までの活動を踏まえ、新たな活動へのステ

ップとして、また、まち育て塾の将来への存続として、事業への助成、協力をお願いす

るものです。 


